
　共同募金運動は、10月1日より全国で一斉に行われま
す。皆さんの大切な“意志のあるお金”は、県内の社会福
祉施設・福祉関係団体・社会福祉協議会などが行う在宅
福祉サービス事業やボランティア育成事業などの事業費
として役立てられるとともに、住みよい福祉のまちづく
りに大きな役割を果たしています。なお12月は歳末たす
けあい募金も併せて行います。ご協力をお願いします。

　介護の対象者はさまざまな健康状態を呈することか
ら、介護者には医療従事者との連携、医療的知識の習
得が求められています。今回、介護職に従事している
方を対象に、実践的な知識、観察力を養うための「現
場で活用できる医学知識の研修会」を開催します。

問い合わせ／社会福祉法人宮城県共同募金会
TEL／022（292）5001　FAX／022（292）5002

講師/板部美紀子氏
日時/平成25年11月9日（土）10時から15時30分
場所/ショーケー本館ビル　仙台市青葉区五橋二丁目11－1
受講料/5,000円
問い合わせ/日本福祉大学　山形最上オフィス
TEL　0233（43）9232

　皆さまからお寄せいただいた支援金は東日本大震災
による復興支援のために活用させていただきます。

I N F O R M A T I O N

たくさんの真心ありがとうございます
　下記の方々から本会に寄附金・支援金をいただきま
した。本当にありがとうございました。（平成25年8月
末現在）
平成25年7月19日株式会社河北新報社さまより
法人のために…………………………………… 102，404円

東日本大震災に関する支援金
平成25年7月2日株式会社ブリッジさまより…… 53，873円

平成25年8月2日株式会社ブリッジさまより…… 53，510円

赤い羽根共同募金にご協力ください

日本福祉大学から研修のお知らせ
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　本会では宮城県内の福祉関係団体から要望を取りま
とめ、平成25年8月29日に宮城県保健福祉部社会福
祉課に対し、国及び宮城県に対する要望書を提出しま
した。同日付けで、全国社会福祉協議会へも要望書を
提出しています。内容としては、東日本大震災に関す
る要望が4項目、福祉施策などに関する要望が6項目
となっています。要望事項については、回答が届き次
第、ホームページなどで報告します。
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NPO法人みやぎセルプ協働受注センターでは、
働く障害者の方々を応援しています！
URL  http://www.miyagi-selp.org

県内の障害者就労支援事業所で作るオススメの製品を紹介します。

●モアイはがき・モアイタオル
震災で多くを失い

ましたが、国内・世
界中の皆様からたく
さんのご支援を賜り、
中でも牛乳・酒パッ
クを原材料にする紙
すき作業は、活動の
主力となっています。
「モアイはがき」と

「モアイタオル」は、
今年5月にイースター島から南三陸町へ届いたモアイを、利
用者さんがイメージ＆デザインした商品です！本物には似て
ないけど、なぜか癒されるデザインは老若男女を問わず好評
を得ています。皆様、この機会に是非お買い求め下さい！

▲�モアイはがき各5色（赤・紫・緑・水色・黄緑）
5枚入り￥500（左）
　モアイタオル（グレー・ホワイト）
　1枚�￥1,050（右）

▲�手織り製品

●手織り雑貨
ひまわりホームではさ

をり織りをはじめ、さま
ざまな手織り製品を製作
しています。季節や、自
分の気持ちを織り込みな
がら毎日反物を生み出し
ています。同じ物は二つ
とないので、素敵なもの
に出会えたら、ぜひ迷わ
ずお手に取って見てください。手織りならではの優しい
風合いや、一つ一つ違った表情をお楽しみいただけます。
大量生産はできませんが、プレゼントや催し物などご

ざいましたらお早めにご注文いただければ、オーダーも
承ります。

オススメ製品の ご 紹 介

岩沼市障害者地域就労支援センターひまわりホーム
〒989-2427 岩沼市里の杜3丁目5-22
TEL／0223（24）5841　FAX／0223（24）5842

 himawari-home@io.ocn.ne.jp
URL／http://www10.ocn.ne.jp/~iwanuma/

社会福祉法人　洗心会　のぞみ福祉作業所
〒986-0717 本吉郡南三陸町志津川字袖浜93－1
TEL／0226（46）5129　FAX／0226（29）6858
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